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5 4 2 1

安全安心な学校 3 4 0 0 4.4

自他の命と人権が
尊重された学校

3 4 0 0 4.4

自立と社会参加の
実現を目指す学校

2 5 0 0 4.3

確かな成長が
実感できる学校

3 4 0 0 4.4

地域に開かれた
信頼感のある学校

1 6 0 0 4.1

・情報の共有はとても大切です。いつでも誰でもが情報を得られるシステムづくりが大
切です。
・道徳の授業は、一般的に蓄積が少ないので、難しいことも多いと思います。どうぞご
尽力ください。生活アンケートは有効でしたでしょうか?
・児童生徒たちがお互いに声を掛け合い、助け合っている姿を何度か見て、うれしく感
じました。今後も様々な取組を続けていただければと思います。

・全体として評価が低い。その原因を次年度に生かしたいが、⑬はもう少し高くてもよ
い。
・地域内の関係機関の協力が得られたことは、貴重ですね。
・新型コロナウイルスの影響で、保護者が進路に対する情報を得る機会は減りました
が、学校側では様々な努力がされていたと思います。保護者が理解するためにも、さ
らなる情報発信を期待します。
・コロナ禍で難しいが、積極的な実習の強化。

・ICTの活用を進め、⑱の様式の作成・活用に生かしていきたい。
・全般に成果の記載が多く、様々な工夫がなされていることが読み取れます。ICT関連
の取組も多く、継続が期待されます。
・時代の変化、児童生徒を取り巻く環境の変化により、教育の仕方も大変になってき
ていると思います。一人ひとりの個性に応じた教育を今後も期待しています。

・ノー会議、残業デーの確保はとても大切です。ICTの活用で何とか事務の効率化、短
い時間での会議を考えたい。
・交流については、ICTの有効性が発揮されやすいところでもあり、積極的な活用が望
まれます。
・地域の方に児童生徒たちの様子を知っていただくことは大切だと思います。今後も
取組を続けてほしいと考えます。

・各部の取組状況の資料と学校評価に記載された内容の関係がわかりやすく示してあると、理解しやすくなるかもしれないと感じました。
・一年間、PTA会長として、学校内部をいろいろと拝見させていただきました。教職員の皆様の努力がよく伝わり、一保護者としても感謝の思いです。た
だ、保護者にはそれぞれの事情があり、学校側の思いや考えを理解できないこともあります。双方が歩み寄り、コミュニケーションを欠かさないことが大切
であり、その結果が児童生徒たちの成長につながると、私は考えています。次年度以降も、学校、地域、保護者の関係性が、より信頼できるものになりま
すよう、祈念いたします。
・コロナ禍にあって、学校での教育活動も様々に制限されている状況下にも関わらず、先生方のご熱心な創意工夫で営まれていることに敬意を表します。
このような状況がいつまで続くのかわかりませんが、子どもたち一人ひとりの教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて、一層の推進をお願いいたし
ます。また、厚生労働省の新年度予算案には、「医療的ケア児」への特段の配慮が盛り込まれています。学校におかれましても、医療的ケアの必要な子
どもについての、より一層のニーズの整理と支援の内容のご検討をお願いいたします。(訪問学級も同様)

・4に〇を入れているのは、もっと高評価でもよい、という意味です。
　3点台の評価が多いですが、課題の整理と具体的な今後の方策を次年度に推進したい。

令和３年度　北はりま特別支援学校　学校関係者評価　「本校」用

　学校評議員の皆様に「令和３年度学校評価」について、教員の自己評価と保護者アンケートの結果をご覧いただき、

適切な自己評価が行えているかどうかについて、評価をいただきました。また、学校評議員としてのご意見・ご感想も

いただきました。

年度努力事項

学校関係者評価(人)

学校評議員としてのご意見・ご感想

・コロナの影響と思いますが、マニュアルの改善、多様な訓練等実施されています。も
う少し高い評価でよいと思いますが、不十分と考えられている点は、次年度に改善さ
れたい。
・感染対策を行いながらの避難訓練は、ご苦労も多かったと思います。引き続きよろし
くお願いします。
・今年は特に安全安心という言葉を痛感させられる年であったと思います。平素から
意識して取り組むことで、いざとなった時の備えとなれば良いと考えます。


